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志
我々は、商品開発及び環境開発を通じ、

生活・文化・社会を高度化することで、社会に貢献することを目的とする。

THE STANDARD OF JAPANESE STYLE
我々は、事業を通して日本の生活・文化における規範となる
正しい価値観を確立・訴求し続けることを目的とする。

我々は、世界的な広い視野で適選・適産された商品の提供と、
「真の心地良さ」を追求した施設・空間・環境の提供と、高度に完成されたスタッフ・サービスで

常に「次代の快適さ」を提供し続けることを目的とする。

我々は、常に「売って頂く」、「買って頂く」という感謝の精神を忘れることなく、
企業はそこに関る人々が幸せになるための手段と考え、

高度な生産性とそれに見合う高度な幸せを確立することを目的とする。

代表取締役社長

重松　理

To Our 
Shareholders
ユナイテッドアローズは1989年の創
業以来、圧倒的な商品編集力・時代
対応力と徹底した顧客第一主義を軸
に、「失われた10年」と形容される経
済停滞期の中、高い成長を続けてき
ました。
1999年 7月には株式の店頭公開を果
たし、公募増資によって調達した資
金を基に、 9月にGREEN LABEL
RELAX ING、1 2月にCHROME
HEARTSの二つの新業態を立ち上げ
ることにより「第二の創業期」のス
タートを切りました。
今、日本のファッション業界は過去に
ない大きな変革期を迎えています。
消費構造の変化により、支出が情報
通信費等に流れる中、衣料支出は漸
減傾向が続いています。そしてこの
ような状況の下、昨年来、大量生産
によるコストメリットを武器とした
低価格商品が、マーケットを席捲し

続けています。
また、豊富な資金力をもつ外資系企
業の相次ぐ上陸により、マーケット
は更なる熾烈な大競争時代に突入し
ていきます。今後、マーケットにお
ける優勝劣敗は更に明確になり、競
争に敗れた者は退場を余儀なくされ
るでしょう。
このような環境下、ユナイテッドア
ローズが掲げる今後のキーワードは
「ストアバリュー」です。これはただ
適正価格の商品をタイムリーに切ら
さず品揃えするだけでは得られない
ものです。「人（人的サービス）」「物
（商品）」「器（店舗環境）」の3大要
素に加え、イメージ作りやIT（情報
通信技術）もかかわってきます。そ
れらが全て高い次元でリンクするこ
とにより、最終的に「この店で買う
ことによって高い満足感が得られる」
と多くのお客さまに感じとっていた

だくことができて初めて得られるも
のなのです。
ファッションにはブームというもの
があります。過去、幾多の「ブラン
ド」がブームに流されて栄枯盛衰を
繰り返してきました。しかしながら
ユナイテッドアローズはブランドで
はなく「ストア」であり常に進化を
続けています。「ストアバリュー」が
あるからこそ、ブームの波に埋没す
ることなく発展し続けてきたのです。
全体的に消費環境は弱含みで推移
すると予想されており、我々小売
業にとっても厳しい局面が続くこ
とが予想されます。しかしながら、
ユナイテッドアローズは「ストア
バリュー」を軸に常に進化・発展
を図っていく所存ですので、株主
の皆様におかれましては、今後と
も変わらぬご支援・ご鞭撻をお願
い申し上げます。

経営理念
「進化する老舗」の創造

UAの理念とする「進化する老舗」とは、
ヒト創りとモノ創りの両面を踏まえた上での店創りを、

お客様から見て「老舗」と評価されるに相応しいレベルに向かって、
日々絶えず向上させ続けることを意味している。
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順風満帆とまではいきませんが、ある
程度の評価ができるところまで進化し
ています。
GREEN LABEL RELAXINGは春先ま
では順調に計画達成していましたが、
初夏から弱含みで推移しました。これ
はまだ事業化一年目であることによ
り、マーケティングやマーチャンダイ
ジングが確立していなかったことが主
要因です。この秋からは事業化3シー
ズン目に入り、これらがある程度確立
してきたことから、順調な売上をあげ
ることができるようになってきていま
す。新宿店は一年経過したことから
「既存店」となりましたが、9月単月
では前期比130%弱の売上実績を残し
ました。まだ地域・店舗でばらつきは
ありますが、オペレーションが確立す
れば目論見どおりに拡大していけるの
ではないかと見ています。

CHROME HEARTSについては、まだ
一店舗なので評価は難しいのですが、
ほぼ計画に近い売上をあげることがで
きましたので、初期段階としては成功
したと考えています。今後は、来年春
大阪にオープン予定の「CHROME
HEARTS OSAKA」の成功に全力を注
ぎます。
CHROME HEARTSについては、シル
バー、ゴールド、レザーだけではなく、
本格的なアパレルまで揃えた欧州型ビ
ッグブランドに比肩するフルラインナ
ップブランドに育成していきたいとい
うのが、当社と米CHROME HEARTS
社の共通の想いです。今後もあせるこ
となく、時間をかけてじっくり取り組
んでいきます。今まではヤングメンズ
中心のブランドでしたが、大人層・女
性層への広がりが顕著ですから、必ず
成功すると考えています。

予想以上に厳しい状況で推移しま
した。
前期がいわゆるファッションの長期ト
レンドの端境期とすれば、当期は新し
いトレンド（エレガンス）がマーケッ
トに定着していく移行段階となりま
す。我々の予想どおり、ウイメンズマ
ーケットは順調に新しいトレンドに移
行したのですが、メンズは核となるよ
うな新しい商品を提案することができ
ずに、弱含みで推移しました。
特にメンズ重衣料部門は業界全体の流
れとしてマーケットの漸減傾向が続い
ており、ここ数年間他社のシェアを奪

取して伸長してきた当社においても既
存店ベースで前年割れとなる等、非常
に厳しい状況でした。
当中間期の業績は、売上高は前期比
10%以上の増収となったものの、既存
店売上高が前期比10%減となり、出店
一時経費等の負担増により、営業利益、
経常利益ともに減益という、大変残念
な結果となりました。
足元の消費環境も回復感に欠けてお
り、下半期も厳しい局面が続くと想定
されますが、「ストアバリュー」を軸
にマーケットの支持を獲得していきた
いと考えています。

新業態「GREEN LABEL RELAXING」と「CHROME HEARTS」
の状況はいかがですか？

上半期（中間決算）を振り返っていかがでしたか？

これについては、もちろん国内で先鞭
をつけたのはユニクロ（ファーストリ
テイリング社）です。ユニクロが素晴
らしい点は、マーケティング力と販促
等の戦略です。実に適確にマーケット
動向を予測し、販促を含めて戦略的に
低価格を打ち出した結果でしょう。そ
して、それ以上にフリース・Gジャ
ン・ストレッチパンツ等を通じて「適
正価格を上回る価値」を生み出し、お
客様がそれを認めたということだと捉
えています。他社がユニクロを模倣し

ようとしても追随できないでしょう。
戦略や持っている生産背景が比較にな
りませんから。
ファッションにおける価格デフレは、
間違いなく定着していくと思います。
しかしながらそれはデイリーウェアを
中心にした「ヴォリューム・マーケッ
ト」に於いてです。当社がビジネスと
して取り組むのは、あくまでファッシ
ョンに対するコミットメントが高い
「トレンド・マーケット」です。この
マーケットの中でストアバリューを軸

に、他社との差別化を永続していくこ
とが当社のミッションだと思っていま
す。だから低価格化の流れとは一線を
画していますし、今後も価格競争に参
入するつもりは全くありません。
機能的・実用的なファッションだけで
は面白くありません。私は、ファッシ
ョンとはある意味「夢」を売るという
側面を持っていると思っています。「着
るだけでわくわくして気持ちが高揚す
る」、そんなファッションを提案してい
くことが私たちの役目です。

ファッションにおける「価格デフレ」についてどう思われますか？

ユナイテッドアローズがターゲットにするマーケット�

ヴォリューム・マーケット�

ミッドトレンド・マーケット�

トレンド・マーケット�

ハイエンド�
・マーケット�

BEAMS、SHIPS

コムサISM、ZARA

ユニクロ、しまむら�

エルメス、ルイ・ヴィトン�

U N I T E D  A R R O W S

GREEN LABEL RELAXING

CHROME HEARTS



ユナイテッドアローズ業態では今
上期、「札幌店」の他、「渋谷キャ
ットストリート店」、UAラボの
「District UNITED ARROWS」をオ
ープンしました。「札幌店」は直
営店としては初めての北海道出店
となった店舗です。「UAエッセン
スを凝縮した店」が基本コンセプ
トで、高級重衣料、デザイナーズ
ブランド、クロムハーツなどを幅
広く揃え、道内のお客様から支持
をいただいています。

また渋谷地区では、UAラボUNITED
ARROWS CYTを「UA渋谷公園通
り店」に業態転換し、リニューア
ルオープン。ウイメンズ色、エレ
ガンス色を強めた品揃えにより、
大人の渋谷層の支持を得ています。
また既存渋谷店近くの通称キャッ
トストリート沿いには、クオリテ
ィの高いデザイナークローズを中
心にした品揃えの渋谷キャットス
トリート店、クリエイティビティ
とクラフツマンシップをテーマに
し、内外デザイナーとのコラボレ
ーション品を取り揃えたUAラボ
「District UNITED ARROWS」をオ
ープン。両店は1F、2Fと併設され、
店内にギャラリースペースを設け
るなど、これまでとは違うユナイ
テッドアローズの世界を見せてい
ます。既存渋谷店に、これら3店
を加えて渋谷UA村を形成。それぞ
れのお客様の層に合わせた店作り
を行なっています。

Business NEWS

UNITED ARROWS

■グリーンレーベル リラクシング船橋店 ■グリーンレーベル リラクシング船橋店 ■G.L.Relaxing

■ウイメンズドレスコーナー
（渋谷キャットストリート店）

■ダイヤモンド展 出展作品

■DIA2000 出展作品
（特別出演：和泉元彌）

■コノリーレザーコーナー
（渋谷キャットストリート店）

■渋谷キャットストリート店

グリーンレーベル リラクシング
は、千葉県に「船橋店」と「イク
スピアリ店」をオープンしました。
「船橋店」は県下でも最大級のショ
ッピングモールTokyo-Bay ららぽ
ーと内に出店。広い店内にはカフ
ェも備え、ゆっくり買い物を楽し
んでいただけます。「イクスピアリ
店」は、舞浜地区にオープンした
話題のショッピングタウン イクス
ピアリ内に出店。全国各地から幅
広い層のお客様にご来店をいただ
き、販売だけではなく今後の商
品・出店政策を見据えたマーケテ
ィング情報を収集できる店舗とし
ても実績を残しています。2000年
秋冬から、エレガンスを追求した
メンズカジュアルの新レーベル
「G.L. Relaxing」を導入するなど、
商品力の強化も図りました。

GREEN LABEL RELAXING

クロムハーツは、9月9日から11月
12日まで国立科学博物館（東京・上
野）で開催された「ダイヤモンド展」
に出展参加。レザー、シルバー、ダ
イヤを駆使し「ジュラシックハーツ」
と題された恐竜のオブジェを展示
し、来場者の注目を集めました。ま
た別ブースでは、クロスとバラを使
ったディスプレイでゴールド＆ダイ
ヤの世界を展示。ブルガリ、ティフ
ァニーといったラグジュアリーブラ
ンドが並ぶ中、独自の世界感を見せ
ました。10月2日に開催された「デ
ビアス ダイヤモンド インターナシ
ョナル賞2000」（DIA2000）ファッシ
ョンショーにも特別参加。クロムハ
ーツならではのエレガントなファッ
ションに、業界関係者の注目を集め
ました。10月には現「CHROME
HEARTS TOKYO」がフルオープン、
来年2月には「CHROME HEARTS
OSAKA」のオープンが予定されて
おり、今後の広がりが期待されます。

CHROME HEARTS
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Interview
究極のリアル・クロージングを追求する
UAラボ「District（ディストリクト）」

■クリエイティブディレクター

栗野宏文

ユナイテッドアローズは、9月に渋
谷UA村計画の第2弾として東京・
渋谷の通称キャットストリートに、
ウイメンズ製品を豊富に揃えたUA
店「ユナイテッドアローズ渋谷キャ
ットストリート店」と、本物のお
しゃれを満喫できる斬新なコンセ
プトのメンズウエアを中心とする
UAラボ「District UNITED ARROWS」
をオープンしました。
そこで「District」を企画したクリ
エイティブディレクターの栗野宏
文常務取締役に出店のねらいを聞
きました。

自動車でもAV機器や携帯電話で
も、ファッションというクリック
を使わないと商品が売れない時代
になっているのに、ファッション

の本家である服飾の世界では本来
ファッションが与えてくれる「心
地よい驚き」や「心地よい裏切り」
といった感動が失われているので
はと感じていました。
そんな思いから、ファッションが
持つ夢や楽しさ、品質へのこだわ
りをコンセプトにしたショップづ
くりを企画しました。それが
「District」です。これは、RV車全
盛の時代でもマニュアル車やセダ
ンの良さが生きているように、本
当に服が好きな人、本物のおしゃ
れを求めている人のために、長く
着ても飽きのこない、ファッショ
ンを心から楽しんでもらえる服を
集めたUAからのメッセージだと考
えています。
「District」の商品構成は、「サルト
リオ」「ベルベスト」「パルテノペ
ア」などイタリア有数のテイラー

等によるオリジナルメンズスーツ
が3分の1、コム・デ・ギャルソン
社とのコラボレーション（協同）
による「オム プリュス」「コム・
デ・ギャルソン オム プリュス for
District」、「シャツ」などコム・
デ・ギャルソンのメンズコレクシ
ョンが3分の1、それに内外の第一
級のつくり手たちに特注した靴
（例えばジンターラのブーツ）やバ
ッグ、装身具などウイメンズも豊
富に揃えた雑貨類が3分の1となっ
ています。

CDGとはクリエイターとバイヤー
という関係を超えたコラボレーシ
ョンを組んでいます。世界のトッ
プにあるクリエイターとのコラボ
レーションはUAとして初のケース

で、お客様に夢と感動を与えるフ
ァッションというUAが基本として
いるコンセプトに共感していただ
いて実現しました。
CDGは、小売業としての事業セン
スが抜群のクリエイターであり、
今回のコラボレーションはUAにと
って貴重な財産になると考えてい
ます。
とくに「コム・デ・ギャルソン オ
ム プリュス for District」は、CDG
社のデザイナーである川久保玲さ
ん自らデザインした「District」だ
けのコレクションで、UAとCDGの
コラボレーションの象徴といえる
製品です。
UAが特注したハンドメイドのクラ
シックエレガンスと、コム・デ・
ギャルソンが創作するアバンギャ
ルド。意識的にトレンドに左右さ
れる中間的製品を省いたシンメト
リーな品揃えですが、飽きがこず、
長く楽しめる逸品という点では同
質感のあるラインアップだと考え
ています。

「District」をつくったねらいは※hit
the topにあり、気に入った服にな
らお金をかけるのを惜しまないア
ダルト層のお客様の獲得を目指し
ています。同時にトレンドに左右
されない確固たるコンセプトの店
として、UAの経営理念である「進
化する老舗」の在り方を追求して
いきます。
（※hit the top／ファッションに高感
度、こだわりを持ち、気に入った
ものにはお金を惜しまない一部富
裕層を含むアダルト層を狙うこと）
UAが第1号店を東京・渋谷に出し
てから10年になります。その間、
UAを含めたセレクトショップと呼
ばれている業態は、ファッション
トレンドをリードし急成長を遂げ
てきました。UAも会社の規模が大
きくなり、株式を公開して経営へ
の責任も重くなってくると、企業
経営としては幅広い顧客層に応え
るマーケティング戦略が大切な要

素になってきます。
昨年は、ニューファミリー層を対
象とした多店舗展開の新しい事業
軸として「グリーンレーベル　リ
ラクシング」を立ち上げました。
この結果、商品構成的には売れ筋
商品のウエイトが高くなってきま
した。同時に有名デパートや大手
アパレルメーカーが参入し、競合
が激しくなってきている中で、セ
レクトショップ業態は全体的に特
徴が失われてきました。そこで、
UAの成長を持続させるために他社
との明確な差別化、確固としたコ
ンセプトに基づくディレクション
が必要になってきたのです。
「進化する老舗」を目指すUAにとっ
て、「District」はこれからのひとつ
の方向を示すものであり、この店
の存在がUAの他の店舗にシャワー
効果をもたらすと考えています。
当面はUAラボとして展開していき
ます。メンズウエアを中心に、靴
やバッグ、アクセサリー類にウイ
メンズ製品を豊富に揃えることで、
女性のお客様には1階のUA店との
相乗効果を期待しています。現在
のところ他の地区への出店は考え
ていません。
将来、「District」を多事業軸のひと
つとして展開していくとしても、
CDGとのコラボレーション、ギャ
ラリーでの展示作品の内容といっ
た店づくりに伴う基本要素を考慮
すると多くても2～3店舗までかな
と思っています。

本当に服が好きで、おしゃれを
楽しみたい人の店

コム・デ・ギャルソン（CDG）社
とのコラボレーション

「進化する老舗」を
持続していくために
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下を主要因とした売上総利益減少を吸収するま
でには至らず、経常利益は437百万円（前年同
期比53.4％）と減益になりました。尚、当中間
会計期間におきまして退職給付債務の積立不足
額116百万円を一括償却しており、中間純利益
は172百万円（前年同期比44.5％）となりまし
た。
利益配分に関しましては、当初計画どおり中
間期で1株当たり5円、通期で11円の配当とす
る予定であります。
尚、当社では平成12年3月31日の株主名簿及

び実質株主名簿に記載された株主の方を対象
に、5月22日を効力発生日として、1株につき
1.5株の割合をもって株式分割を実施いたしま
した。

2．通期の見通し
当社の属する衣料品小売業界では更なる競争
の激化が予想されており、また特に、紳士服に
つきましては今後も市場規模の漸減傾向が継続
すると推測されます。このような環境下、当社
におきましては前事業年度に立ち上げた「グリ
ーンレーベル リラクシング」、「クロムハーツ」
の両業態の安定拡大に努めるとともに、順調に
推移しているウイメンズ部門の更なる拡大を中
心とした、既存店舗の収益力の強化を並行して
推進していく所存であります。
出店に関しては下期にクロムハーツ業態の第
二号店となる「CHROME HEARTS OSAKA」
（大阪市中央区）を予定しております。また、
原宿地区に新たなUAラボ（実験店舗）1店舗
の出店を予定しております。期初に予定してい
たグリーンレーベル リラクシングの出店につ
きましては、より慎重に出店場所を選定する必
要があるとの判断から出店を来期以降に先送り
にし、今期については既存店舗の安定・強化に
注力する方針であります。
通期の業績見通しにつきましては、売上高

18,129百万円（前期比106.5％）、経常利益731百
万円（前期比32.6％）、当期純利益309百万円
（前期比26.4％）を見込んでおります。

1．当中間期の概況
当中間会計期間におけるわが国経済は、企業
収益の大幅な回復を受けてプラス成長で推移す
る等、景気の自律回復に向けた兆しが一部で見
られるようになりました。しかし、相次ぐ企業
の大型倒産や失業率の高止まり等による先行き
の不透明感は払拭できず、家計収入は下げ止ま
りつつあるものの、依然として個人消費は弱含
みのまま推移しております。
当社の関連するファッション業界におきまし
ては、各社が相次いで低価格商品を開発する等、
価格デフレが急激に進行する一方、デラックス
ブランドは堅調に推移しており、消費動向の二
極分化が加速度的に進行いたしました。また、
企業のドレスコードの変化に伴う、いわゆる
「カジュアル・エブリディ」の定着を背景とし
たビジネススーツ離れが進行し、紳士重衣料の
市場規模の縮小傾向が顕著になった時期でもあ
りました。
このような状況のもと、当社は「商品開発力

の強化」、「店舗環境のグレードアップ」、「人的
接客サービスの向上」に取り組み、他社との差
別化に注力してまいりました。出店に関しまし
ては、ユナイテッドアローズ業態では札幌店の
新規出店のほか、渋谷店の別館増床として渋谷
キャットストリート店を出店いたしました。前
事業年度に立ち上げたグリーンレーベル リラ
クシング（GLR）業態では船橋店、イクスピア
リ店（千葉県浦安市）を相次いで出店し、順調
に拡大を図ることができました。更にUAラボ
（実験店舗）として東京都渋谷区に「District
UNITED ARROWS」（ディストリクト）を出店
し、新たな業態開発のためのテストマーケティ
ングも引き続き実施してまいりました。
これらの結果、当中間会計期間の売上高は

8,467百万円（前年同期比110.3％）となりまし
たが、記録的な猛暑の影響による秋冬物の立ち
上がりの遅れ等から、当初の売上計画を達成す
るには至りませんでした。固定費は大幅に削減
いたしましたが、売上の計画未達と、マークダ
ウン（値下げ）商品の増加に伴う粗利益率の低

経 営 成 績
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10月1日、ユナイテッドアローズのホームページに
期間限定のスペシャルページが突如現れました。
COAT COURT（コートコート：コートの中庭）と題されたこのページ、
中庭ではいったい何が繰り広げられたのでしょうか？

「今年はコートがイチオシ。なんとかコートの魅力を伝えよ
う！！」との合い言葉で始まったこの企画。ユナイテッド
アローズとしては初めて、店頭とWebの双方を駆使したも
のとなりました。「通常、販促物といえばダイレクトメール
やカタログが主体でした。しかし紙ベースのものだと数量
も限られるし、一度作ると改訂が難しいという問題もあり
ます。それなら今回はWebを使ってみようじゃないか、と
いうところからスタートしました。」と語るのは販売促進部
の須田さん。「Webであれば配布の必要もないし、情報の更
新も可能。何度もアクセスしてもらうことで、どんどんコ
ートの魅力にはまってもらえます。そこで店頭にお越しい
ただければ、コート訴求型のディスプレイがお迎えすると
いうシカケです。」

このページでは、コートの取り扱い方、オススメの商品情報
に加え、「コートが印象的だった映画」、「コートがジャケッ
トになっているレコード・CD」など、UAならではのカルチャー
情報まで網羅しました。さらに特別メニューとしてUAで取
り扱っているウイメンズ ブランド「mina」のデザイナー皆
川さんへのインタヴューページも設けたところ、業界関係者
からの反響の声もあったとか。「このページ読んでいるだけで、
自分でもコートが欲しくなっちゃいました。」と須田さん。

さらに、キャンペーン期間中にコートをお買い求めいただいたお客様
に抽選でパシュミナをプレゼントしたり、一般のお客様から「コート
について」のエッセイ募集も行ない、優秀作品をホームページ上に掲
載するなど、店頭＆Webでお客様の参加意識をそそる企画も実施。単
に売上だけでなく、マーケティングデータも得られました。

「今回の企画を通じて得られたデータは、今後のWebマーケティン
グの方向性を探る貴重な材料になります。あらためて効果測定を
行ない、今後の企画の参考にしたいですね。」と語る須田さんのア
タマのなかでは、次なるアイデアが練られていることでしょう。

店でもコートをフィーチャー
（UA原宿本店）

コート コート ホームページより
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キャッシュ・フロー

科　　目

期　　別

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金預入による支出

定期預金払戻による収入

従業員長期貸付金の増加

長期差入保証金の増加

その他投資取得による支出

有形固定資産の売却収入

有形固定資産の取得による支出

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金減少額

株式の発行による収入

配 当 金 の 支 払 額

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高

（単位：千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間（当期）純利益

減 価 償 却 費

無形固定資産償却額

長期前払費用償却額

賞与引当金の増加額（△減少額）

退職給付引当金の増加額

役員退職慰労引当金の増加額

貸倒引当金の減少額

受取利息及び受取配当金

支 払 利 息

有形固定資産除却損

有形固定資産売却益

売上債権の増加額

たな卸資産の増加額

その他流動資産減少額（△増加額）

仕入債務の増加額

その他流動負債の増加額（△減少額）

その他固定負債の減少額

小　　　計

利息及び配当金の受取額

利 息 の 支 払 額

法人税等の支払額

営業活動によるキャッシュ・フロー

315,619

156,957

54,413

7,857

△ 28,595

132,312

5,926

△ 1,780

△ 11,652

343

6,534

―

△ 151,873

△ 526,956

11,402

602,055

30,484

△ 19,706

583,344

11,652

△ 343

△ 267,657

326,995

当中間期
2000年 4 月 1 日から
2000年 9 月30日まで（ ）

2,076,302

227,525

33,479

6,199

41,355

―

111,788

△ 942

△ 8,591

3,108

71,958

△ 595

△ 155,061

△1,292,692

△ 66,438

184,485

△ 21,198

△ 42,820

1,167,862

8,591

△ 5,270

△1,618,570

△ 447,387

前事業年度
1999年 4 月 1 日から
2000年 3 月31日まで（ ）

△ 459,000

10,000

△ 340

△1,047,731

△ 621,672

1,700

△2,781,113

△4,898,158

△ 600,000

6,768,000

△ 59,925

6,108,075

－

762,529

455,506

1,218,035

前事業年度
1999年 4 月 1 日から
2000年 3 月31日まで（ ）科　　目

期　　別
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科　　目

期　　別

損 益 計 算 書

（単位：千円）

（経常損益の部）

（営業損益の部）

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

（営業外損益の部）

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

（特別損益の部）

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 利 益

前 期 繰 越 利 益

過 年 度 税 効 果 調 整 額

中 間 未 処 分 利 益

8,467,755

3,894,392

4,573,363

4,151,104

422,259

49,986

35,145

437,100

1,780

123,260

315,619

195,398

△ 52,717

172,938

3,305,841

―

3,478,780

当中間期
2000年 4 月 1 日から
2000年 9 月30日まで

7,674,830

3,492,202

4,182,627

3,246,877

935,749

53,167

170,524

818,392

2,007

130,112

690,288

306,000

△　　4,202

388,491

2,147,663

114,805

2,650,959

前中間期
1999年 4 月 1 日から
1999年 9 月30日まで（ ） （ ）

当中間期
（2000年 9 月30日現在）

前中間期
（1999年 9 月30日現在）科　　目

期　　別 期　　別

科　　目

貸 借 対 照 表

（資産の部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

有 価 証 券

棚 卸 資 産

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

土 地

そ の 他

有形固定資産合計

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

長期差入保証金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

298,512

212,443

600,000

3,771,675

1,282,450

500,804

△ 6,170

6,659,716

3,015,791

1,454,684

325,369

4,795,844

661,809

2,212,175

458,565

△ 450

2,670,290

8,127,945

14,787,661

1,162,611

254,094

3,700,045

3,033,994

957,189

140,842

△ 7,196

9,241,581

1,437,519

372,611

376,808

2,186,939

160,994

1,527,703

251,459

△ 734

1,778,428

4,126,361

13,367,943

2,130,826

609,052

328,871

227,830

61,466

3,358,047

―

105,820

95,247

9,920

16,356

227,344

3,585,391

3,030,000

4,095,600

5,992

2,650,959

2,650,959

9,782,552

13,367,943

（負債の部）

流 動 負 債

買 掛 金

未 払 金

未 払 法 人 税 等

賞 与 引 当 金

そ の 他

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債

退 職 給 付 引 当 金

役員退職慰労引当金

長 期 未 払 金

長期預り保証金

長 期 前 受 収 益

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

（資本の部）

資 本 金

資 本 準 備 金

利 益 準 備 金

その他の剰余金

中間未処分利益

その他の剰余金合計

資 本 合 計

負債及び資本合計

2,156,248

808,612

216,285

185,577

469,046

3,835,769

132,312

117,715

55,834

10,760

12,972

329,594

4,165,363

3,030,000

4,095,600

17,917

3,478,780

3,478,780

10,622,298

14,787,661

当中間期
（2000年 9 月30日現在）

前中間期
（1999年 9 月30日現在）

（単位：千円）
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会 社 概 要
（2000年 9 月30日現在）

役 員 一 覧
（2000年 9 月30日現在）

商　　　　号 株式会社ユナイテッドアローズ

UNITED ARROWS LTD.

本社所在地 東京都渋谷区神宮前三丁目25番 5 号

設　　　　立 1989年10月 2 日

資　本　金 30億 3 千万円

代　表　者 重松理（しげまつおさむ）

従 業 員 数 375名（男性219名・女性156名）

平均年齢　27.7歳

（男性28.6歳・女性26.4歳）

事 業 内 容 紳士服・婦人服及び雑貨等の企画・販売

主要取引銀行 1 .三和銀行青山支店

2 .さくら銀行青山支店

3 .東京三菱銀行渋谷明治通支店

4 .日本興業銀行新宿支店

代表取締役社長 重　松　　　理

専 務 取 締 役 岩　城　哲　哉

常 務 取 締 役 水野谷　弘　一

常 務 取 締 役 栗　野　宏　文

取　　締　　役 杉　岡　勝　人

取　　締　　役 畑　崎　廣　敏

常 勤 監 査 役 楠　　　利　文

監　　査　　役 北　川　貞　昭

監　　査　　役 大　沼　　　淳

監　　査　　役 田　中　博　久

株 ％

株　主　名

26.65
16.80
9.64
5.03
4.80
4.80
4.80
4.80
1.88
1.60

持株比率持株数

3,178,500
2,003,500
1,150,500
600,000
573,000
573,000
573,000
573,000
224,700
191,700

株 式 デ ー タ
（2000年 9 月30日現在）

会社が発行する株式の総数 28,200,000株
発行済株式の総数 11,925,000株
株主数 997名
大株主

■所有者別分布状況

事業法人 
2.31％ 

外国人・外国法人 
3.41％ 

金融機関 
2.30％ 

証券会社 
0.20％ 

個人・その他 
91.78％ 

■所有株式数別分布状況

証券会社 
0.04％ 

事業法人 
27.07％ 

外国人・外国法人 
13.46％ 

金融機関 
5.35％ 

個人・その他 
54.08％ 

株主メモ

3月31日（年 1回）

3月31日

6月下旬

三菱信託銀行株式会社

東京都千代田区永田町二丁目11番 1 号
三菱信託銀行株式会社　証券代行部

〒171-8508 東京都豊島区西池袋一丁目 7番 7号
三菱信託銀行株式会社　証券代行部
電話　03-5391-1900（代表）

三菱信託銀行株式会社　全国各支店

日本経済新聞

決 算 期

利 益 配 当 金
受領株主確定日

定時株主総会

名義書換代理人
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中間配当を行う場合は、 9月30日
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ネットワーク
（2000年 9 月30日現在）

■原宿本店
〒150-0001東京都渋谷区神宮前3-28-1
tel.03-3479-8180  fax.03-3479-8214
■NONSECT
〒150-0001東京都渋谷区神宮前2-18-11
tel.03-5771-5601  fax.03-3403-1115
■CHROME HEARTS TOKYO ANNEX
〒150-0001東京都渋谷区神宮前2-18-11
tel.03-5771-5602  fax.03-3403-1115
■UNITED ARROWS HARAJUKU 
BLUE LABEL STORE
〒150-0001東京都渋谷区神宮前3-25-5 1F
tel.03-3479-8186  fax.03-3479-8117
■渋谷店
〒150-0001東京都渋谷区神宮前6-16-13
tel.03-3797-9791  fax.03-3797-9797
■渋谷キャットストリート店
〒150-0001東京都渋谷区神宮前5-17-9 1F
tel.03-5464-2711  fax.03-5464-2718
■District UNITED ARROWS
〒150-0001東京都渋谷区神宮前5-17-9 2F
tel.03-5464-2715  fax.03-5464-2718
■渋谷公園通り店
〒150-0041東京都渋谷区神南1-20-11
tel.03-3496-2703  fax.03-3496-2723
■有楽町店
〒100-0006東京都千代田区有楽町2-5-1 有楽町西武B館2F
tel.03-3286-5580  fax.03-3286-5582
■THE SOVEREIGN HOUSE
〒104-0061東京都中央区銀座4-2-6
tel.03-3567-2880  fax.03-3567-2821
■新宿店
〒160-0022東京都新宿区新宿3-37-1 Flags 4F
tel.03-5362-2951  fax.03-5362-7322
■池袋店
〒171-0022東京都豊島区南池袋1-28-2 池袋パルコ 3F
tel.03-5979-3735  fax.03-5979-3736

■二子玉川店
〒158-0094東京都世田谷区玉川3-11-7
tel.03-5716-3780  fax.03-5716-3781
■柏店
〒277-8550千葉県柏市末広町1-1 柏高島屋ステーションモール3F
tel.0471-48-2282  fax.0471-48-2280
■横浜店
〒220-0011神奈川県横浜市西区高島2-16-1 ルミネ横浜B1F
tel.045-440-3045  fax.045-440-3046
■神戸元町店
〒650-0036兵庫県神戸市中央区播磨町49
tel.078-331-2650  fax.078-331-2610
■神戸ハーバーランド店
〒650-0044兵庫県神戸市中央区東川崎町1-8-1 オーガスタプラザ2F
tel.078-360-4605  fax.078-360-4600
■心斎橋店
〒542-0086大阪府大阪市中央区西心斎橋1-6-14 ビッグステップ1F
tel.06-6258-5130  fax.06-6258-5126
■心斎橋御堂筋店
〒542-0086大阪府大阪市中央区西心斎橋2-1-5 日本生命御堂筋八幡町ビル1F
tel.06-6484-2032  fax.06-6484-2033
■梅田店
〒530-0001大阪府大阪市北区梅田1丁目ディアモール大阪 5-5100
tel.06-6348-4663  fax.06-6348-4664
■京都店
〒600-8031京都府京都市下京区寺町通四条下ル貞安前之町605 藤井大丸1F
tel.075-223-0833  fax.075-223-0831
■札幌店
〒060-0061北海道札幌市中央区南一条西4丁目1番地 4丁目プラザ1・2F
tel.011-204-6080  fax.011-204-6084
■新潟店
〒950-0909新潟県新潟市八千代2-1-2 万代シティビルボードプレイス1F
tel.025-240-4606  fax.025-240-4607
■名古屋店
〒460-0008愛知県名古屋市中区栄3-4-5 NOVA1F
tel.052-265-1580  fax.052-265-1583
■福岡店
〒810-0041福岡県福岡市中央区大名1-15-11
tel.092-716-3322  fax.092-716-3323

■福岡アーキペラーゴ店
〒810-0001福岡市中央区天神2-2-43 ソラリアプラザビル2F
tel.092-737-3151  fax.092-737-3152

■旭川店
〒070-0033北海道旭川市三条通り7丁目オクノデパート2F
tel.0166-23-7484  fax.0166-23-1782
■大分店
〒870-0021大分県大分市府内町3-78-3
tel.097-537-1526  fax.097-533-0998

■新宿店
〒160-0022東京都新宿区新宿3-38-2 ルミネ新宿2 2F
tel.03-3345-9655  fax.03-3345-9656
■町田店
〒194-0013東京都町田市原町田6-1-11 ルミネ町田 3F
tel.042-739-3333  fax.042-739-3334
■港北店
〒224-0003神奈川県横浜市都筑区中川中央1-31-1 モザイクモール港北 1F
tel.045-914-2929  fax.045-914-2930
■イクスピアリ店
〒274-8529千葉県浦安市舞浜1-4 イクスピアリ内
tel.047-305-5845  fax.047-305-5849
■船橋店
〒273-0012千葉県船橋市浜町2-1-1 TOKYO-BAY ららぽーと3 1F
tel.047-495-2077  fax.047-495-2080

■CHROME HEARTS TOKYO
〒107-0062東京都港区南青山6-3-14
tel.03-5766-1081  fax.03-5766-1077

http://www.united-arrows.co.jp/
■ユナイテッドアローズ ホームページ アドレス

本誌内容に関することは、当社IR部にお問い合わせ下さい。 tel.03-3479-9335
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